
リニアのまちづくりについて

~リニア開業を見措えた「働く揚所J r住む揚所」の創出によるまちづくり~

平成27年3月7日
商工観光部工業振興課

|ぷ、;坂長11二子-ふZHiJ;:j:;E L-中主主11市11れ勺

リニアのまちづくり(背景〉

・リニア中央新幹線の開業

);> 2027 (平成39)年度開業を目指した、リニア中央新幹線計画がスター卜

・リニア岐阜県駅がJR中央本線美乃坂本駅に)fi接して設置〈県内唯一〉

・東京一リニア岐車県駅間 ・・・ 34分

名古屋-リニア岐阜県駅間・・・ 13分で結ばれる(※ノンストップの揚合)

・車両基地が中津川市に設置(東京一名古屋区間で唯一工場が伺帯〉

・濃飛横断自動車道〈中津川工区〉の整備

〉木曽川〈県道苗木恵那線美恵橋〉手前までを整備する計画〈案)が示される

.2027 (平成39)年度のリニア開業までに整備

・リニア岐阜県駅へのアクセスが容易、中央自動車道及び国道19号に接続
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岐阜県の動向~岐阜県リニア中央新幹線活用戦略 CH26.3)r、J

-リニア基本戦略

〉リニア開業後の目指す姿、 リニアを活用した具体的な施策展開の方向性

ノ観光交流人口の拡大

リニアを活かしたく こ新たな住まい方の実現

¥産業活性化と地域づくりを支える基盤づくり

-リニア活用戦略

〉平成25年度時点で、開業効果の波及が期待される3分野を重点的に展開

・観光振興・まちづくり 50km圏域の集中的な観光振興、観光軸の新だな形成など

-産業振興 . . . 本社機能、行政中枢機能のパックアップ施設、主揚誘致など
-基盤整備 駅及び駅前広場整備、美乃坂本駅との連絡、アクセス道路整備など

中津川市のビジョンめ~中津川市総合計画~

-中津川市総合計画基本構想 CH25.8)

〉将来都市像

「かがやく人々やすらげる自然活気あふれる中津川」

〉基本となる理怠と政策の柱

①将来世担う人討が背つまち
{学校e膏)(幼児教育)(少子化対震・子育て支援〉

②俊劇こ暮らせるまち
〈健康づ〈り)(地属医優・公立病説}

③量的、福祉のまち
(Ji齢者福誼)(児童福祉)(陣由t、者福畳)(地崎司笹・祉会健闘}

@地跡。活カがあるまち
〈地蟻コミュニティ)(也働・市民活動，)(人権の尊重)(地蟻公失交通〉

⑤ b、きいきと暮らせるまち
{生涯学習・密書健進・スポーツ揖JD

@歴史文化に勉カがあるまち
{璽史・文化}

①災留こ強L唆会なまち
〈防災・減策)(消防・意思)(防犯)(交通安全〉

②きれいで壷かな自然を守るまち
(自然環担保全)(再生可能エネJレギー権車〉

〈ごみ・し尿対鴛)(置場.a地〉

①働〈場があり住み線砂ちれる志ち
〈工裏鍾輿)(商量復興)(畠寒掻奥)(林実盤奥)(地埴産車鑑真〉

③便利におらせる志ち
{道路零墨雌の蔓慣日{上水温甚盤の健待)(住宅の霊園口

③世鼎こ肉けて情報発信するまち
〈シティプロモーシヨン)(企案説盈)(穆佳定住}

④市外との交流量嘘んで、肱れたく:tJ，渇まち
〈但先級興)(地埼外交慌の権進}

中津川市総合計画基本縞想 CH26.3l



中津川市のビジョン②~リニアのまちづくりビジョン~

・中津川市リニアのまちづくりビジョン (H25.8)

〉まちづくりの理念

「リニアのホームタウン 手水と緑の“なかつがわ"J 

~日本の真ん中 訪ねてよし・住んでよしのまちづくり~

リニア@ホームタウン水と80>“なかつがわF

日;本の.ん中
-11i1.旭域の普段の葛5しを 112.名古毘都市・の活力や求心力113首H.大飯舗市・と直提

曲ねてよし 住んでよし

~レ

1.開業後の滋及効果を麟の活制比市民の.suこ活かUI;す
2.リニア建磁の経済効果を量大飯思り込みます
3.闘11に伴う彫・への対応やシティーセールスを進めます
4.県内・周辺地織OH$棚配的広捌役割を果たl剥
5.市民や地縁との箇・による都市計百とS盤の霊備を進めます

充実させますH の瑚上勉果を活がし華すH つながる処果を活ttlぷす

取I1(1) r箇ねて占しJQ)まちづ〈り。111回開叫資源@艦加風土揖眠齢官官
fll;航跡州叫訂
高11;時但し釘1 14.男申込畠と畠色UJ;(.華道めま官
1 15地埴直属@プラン阿U靖国雌'*を温也軍曹
邑宮古~i!t也、老創出U宮す

寸...... 

(2H住んでよしJ~ちづ〈り
7.モノづくり@活断l:l:靖た草屋量宜油老健遣し曹.，
且人材@胃膚と世趣曹@磁爆を温めま宮

9._館町田酬明D帥宮す
10.安全安心で鼠ゆ毒事・51A湖町づ<1)を量/1)宮す
11子育て膏膏膏紘D充実者園口置す
12.陣酢名古畢剛院どか倒鵬・重量聖回叫す

「働く揚所J 1"性む揚所」の創出によるまちづくり

・なぜ「働く揚所J i住む揚所」が必要なのか?

〉消滅可能性都市 ・・・ 20歳"'"'39歳の女性人口の予想減少率50%以上

・全国で896自治体 岐阜県では17自治体

・近隣では、恵那市 (50.2%)、多治見市 (50.1%)、瑞j良市 (52.9%)

・中津川市の状況

• 48.4%の減少が予測されている 斗 中津川市ち例外ではない!

・人口減少対策は

〉効果が出るまでには時間を要するが、早<取り組むほど効果がある

〉基本は「著者や女性が活躍できる社会Iを創ること
~rストップ少子化・地方元気戦略J (日本創生会議・人口減少問題検討分科会)~

女「働く揚所J i住む揚所」の創出が、 「人」と「まち」を創る。



リニア整備計画等と茄子川地区との位置的関係

中津川・恵那都市間連絡道路の構想と

周辺土地の考えられる利用方法〈ゾ一二ング〉
中津川・恵那都市間連絡道路修想図

品展



公益財団法人茄子川地域振興財団との協定

・協定の経緯

〉茄子川地域は、岐阜県リニア中央新幹線活用戦略、中津川市リニアのまちづく

りビジョンなどによる今後の発展の可能性を秘めた地域

〉茄子川地域振興財団は、茄子川地内に多くの一団の土地を所有

・協定の内容

~ i働く揚所J i住む揚所」の創出によるまちづくりを、相互が連携・協力して、

地域の秩序ある発展を目指す 二今 平成26年12月2日協定締結

・目指すまちづくり像

〉雇用の創出・定住化人口の増加を図るまちづくり

〉地域の共惇・共栄を図る豊かなまちづくり

〉環境の保全と地域に調和したまちづくり

「働く揚所J 1"住む揚所」の検討を開始する区域

-茄子川地域振興財団が所有する一回の土地

〉茄子川中畑地区(約10ha) ・・・ 恵那峡パークc.c~恵那峡周辺

〉茄子川中畑・西通・二ツ岩地区(約12ha) ・・・ 二軒屋溜池北側

〉茄子川鯉ヶ平・堤下地区(約6ha) ・・・ 東濃自動車学校北側

この地域の中で、最ち適した地域から検討を開始したい。

• i働く揚所J i住む揚所」として検討を進める地域の条件

〉人流や物流の効果を最大限活かせる立地

〉市街化が見込まれる地域に隣接

~ 10ha以上の平地面積が確保できる

10 



-茄子川地域振興財団が所有する一回の土地を中山とした土地

J 

-坂本地域の人口分布の状況
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財団所有地盤びに周辺土地の現状と評価
中畑地区 中畑・西遇・二ツ岩地区 鯉ヶ平・堤下地区

人口分布
.JR中央線軌道を境に、北 .JR中央線軌道を境仁、北 -国道19号に近接し、付近の

側の人口分布は少ない 側の人口分布は少程い 人口分布は高い

-市街地から離れた地域 -市街地に隣接 -市街地に固まれた地域

-主に山林 -主に山林と農地 -主に山林〈保安林が多い〉

地理的条件 . i寸近には、県立特別公園 .~ーア中央新幹線岐車県駅 -国道19号に面し、周辺は市

「恵那峡」や恵那峡パーク力 の西側で近接している 街化が図られている

ントリーなどの観光施設

-恵那峡に面して、住宅地が -学枝等の公芸施設に最ち近

他
整備され、宅地開発色進んで ~市街iじが見込まれる

そ の いる -隣接に、財団による貸借住

-居住者ち増加傾向にある 宅地がある

可 4目AbE，t 』性 住宅地に適した地域 住宅以外の活用が司能な地域 住宅地に適した地域

。申畑・西通・二ツ岩地区より、 「働く揚所J r住む揚所Jの検討を開始しだい

坂本茄子川中畑・西通・二ツ署地区のまちづくりに

・「働く揚所」の確保を検討させていただきたい

〉立地的条件

・茄子川地内の市街化・宅地化(人口増加〉が見込まれる区域に隣接

・新たに整備されるリニア岐阜県駅の北西に近接し、三大都市圏ヘ1時間以内

で行き来できる高い交通利便性を活用した、物流・人流を最大限活かすこと

ができる立地

〉社会的情勢

・東日本大震災以降、企業の災害リスク回避の意識が高まり、特に海岸部にあ

る拠点的機能や製造工場の内陸部移転、首都機能のパックアップ施設などの

内陸部移転の傾向

「まち・ひと・しごと総合戦略」による、企業の地方拠点強化、企業等にお

ける地方採用・就労の拡大の政府方針による追い風



『市が提案する「働く揚所J]① 

・誘致を目指す仕事の種類

〉イ地方移転を検討する大企業の業務・本社機能

「リスク回避に向けた内陸部への事業所移転」や「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」により、地方移転を検討する大企業の業務・本社機能

〉人流・物流の利便性を活かした大規模な製造工場や商業施設

・リニア中央新幹線などの整備に伴う人流・物流基盤の利便性向上により、

リニア岐阜県駅周辺への移転を希望する企業の工揚や商業施設

〉行政中枢機能のパックアップ施設

・政府、首都機能など行政中枢機能のパックアップ施設

I匙;-ぷJぬ:辺監:恒三立与;ふみぬい

『市が提案する「働く揚所J]② 

-誘致を目指す企業

);> r地域の雇用の創出を図る企業」

・市の産業の中核となり、地域の雇用の創出により定住化が図られる企業

);> r地域との共惇・共栄できる作業j

・地域の一員となり、地域の文化・慣習を尊重し、地域に根ざした活動によ

り、地域と共荏・共栄できる企業

);> r地域の環境に調和した企業I

e，地域の環境と自然を守り、地域の環境に調和した企業



『市が提案する「働く揚所」とは』③

・開発の考え方

-大規模な開発ではなく、企業二一ズを捉えたオンデマンド型

・土地の活用方法

~ i地域のシンボルとなる作業による一体的な活用」

・岐阜県の玄関口にふさわしく、リニア中央新幹線の車窓や中央自動車道か
らも自にすることができる大規模な企業

〔活用イメージ】昭和初期に三菱電機(械などが中津川に工場を建設され、地域の

シンボル企業として、市とともに継続的に発展してきた背景と

同様、地域の発展に寄与し、地域とともに共容・共栄できる企

業の誘致を目指します。

〉パランスを持った開発〈工業用地特隣接住宅地〉

『働く揚所』がもたらす刻果

-働<揚所の創出によって

〉将来まで持続可能なまちを創ります

・「地域の働く揚所の確保」は、 「若者の地元定着」や iUターン」によ
り人口の減少に歯止めをかけ、中畑・西通・二ツ岩地域が「将来まで、
持続・発展可能なまち」を創りだします。

〉経済波及効果をもたらします

-働く揚所の創出により、特に地域商業・サービス業などへの経済波及効
果が期待できます。
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